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18kDaトランスロケータ蛋白画像化による

神経変性疾患の診断 
～新規トレーサ開発による高精度イメージングの可能性～ 

 

第 7回 PET分子イメージングセミナー 

2011/7/28(木) 17:30〜18:30 
大阪大学医学部 臨床研究棟３階 セミナー室 

18kDa トランスロケータ蛋白(TSPO)は末梢性ベンゾジアゼピン受容体とも呼ばれ、神経変性

に伴う神経炎症のマーカーとして注目されています。ミクログリア細胞は正常脳組織にも存

在し、神経栄養的に振る舞い、炎症の惹起に伴って活性化され毒性を発揮すると考えられて

ます。TSPO はこのミクログリア活性化のマーカーとして期待されています。 

TSPO の画像化のための PET薬剤として (R)-PK11195 が広く知られており、様々な神経変性

疾患や脳障害において(R)-PK11195による PETイメージングが多く試みられてきました。し

かし、(R)-PK11195は脳移行性が低く、また、TSPOに対する親和性が小さいという問題があ

ります。 

籏野健太郎先生は、これら欠点を克服した、新たな TSPO リガンドの開発および変性疾患モ

デル動物と高分解能 PETを用いたその評価を行っております。本講演では、長寿医療研究セ

ンターにおける最新の研究成果を紹介していただき、PETによる神経変性疾患イメージング

の可能性を示していただきます。 

主 催：PET 分子イメージングセンター  

連絡先：大阪大学医学系研究科核医学講座（06-6879-3461） 

    hatazawa@tracer.med.osaka-u.ac.jp 

    http://www.tracer.med.osaka-u.ac.jp/index-jp.htm 
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